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研究成果の概要（和文）：事業所の立地においては、立地場所固有の属性だけでなく、空間効果

の影響も大きいが、これまで十分な研究の蓄積されていない。本研究ではまず、独自の調査デ

ータに、因子分析と強分散構造分析を適用し、事業所の移転要因を抽出した。次に、Mixed Logit

Model を用いて空間効果を考慮した事業所の立地選択モデルを構築し、空間効果の影響を定量

的に把握した。東京都市圏物資流動調査データを用いてモデルのパラメータを推定した結果、

通常の立地選択モデルで用いられる地価や交通のアクセスビリティーの要因に加えて、確定項

における企業立地相関や、誤差項におけるゾーン間の空間相関が、立地選択に影響を与えてい

ることが分かり、空間効果を考慮することの重要性を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：In order to survive in an increasingly competitive business

environment, individual firms must constantly adapt themselves to new and changing
circumstances. Relocation of a firm, therefore, can be considered as a form of the
adaptation. Besides, understanding the factors that play a key role in the decisions that
businesses make on where to locate is very important in order to determine the most
effective mechanisms to attract firms, and thereby maintain a healthy economy. In
urban economics, the related individual firms which gather together will gain benefits
such as lower cost of production and a larger market share that one firm can achieve. A
firm, while making a relocation decision or location choice decision, does not act in
isolation; in contrast, firms are influenced by others who located nearby. The main
contribution of this research, therefore, analyses the influence of these factors on
location choice and relocation decision behavior of an individual firm in order to better
understanding the key factors. In addition, how the spatial effect on the firm location
choice and relocation behaviors should be considered carefully in the research process.
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１．研究開始当初の背景
地球温暖化防止のためには．日本における

二酸化炭素排出量の約一割を占める貨物車
の効率的な運用は非常に重要な課題である．
貨物車の効率的な運用を目指して、①社会基
盤施設を整備するインフラ供給施策［環状道
路／バイパス、都市内集配送拠点（トラック
ターミナル等）、荷捌き施設等の整備］、②物
流活動のルールを変更することを中心とし
た運用面や経済的な施策［共同集配送、ロー
ドプライシング、貨物車専用パーキングメー
ター、貨物車のグリーン税制等］、③交通だ
けでなく土地利用などの都市計画的な視点
も取り込んだ規制・誘導施策［大型貨物車の
走行規制、貨物車の積載率規制、荷捌き駐車
場の附置義務、物流拠点立地促進地区等の誘
導］の３種類に大別される様々な都市物流施
策が考案されてきたが、立地を与件としてい
るので、交通施設整備に伴う企業立地の変化
と、それに伴う物流の変化を考慮することが
できていないという課題を有してきた．

２．研究の目的
そこで本研究では、企業立地要因を事業所

へのアンケート調査から明らかに、それらの
要因を考慮した立地モデルを構築する．

３．研究の方法
現在の事業所を立地する際に考慮した要

因についての 5 段階評価を用いて、因子分析
及び共分散構造分析を行った。
（１）因子分析
事業所の立地要因の特徴を評価するため、

立地要因の評価項目に対し、因子抽出法は主
因子法、因子数は固有値が１以上の因子を採
用し、Kaiser の正規化を伴うバリマックス回
転により因子分析を行った。

（２）共分散構造分析
因子分析の結果から、事業所の移転立地を

促す要因を特定するため、事業所移転に影響
を与えていると考えられる要因をより具体
的に評価する手法として共分散構造分析を
適用した。

（３）立地選択モデル
空間相関を考慮した立地選択モデルを

Mixed ロジットモデル用いて、以下のように
定式化した。まず、効用関数とその誤差項は
次式に示す。
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ゾーン選択確率は次式を用いて計算する．
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４．研究成果
（１）因子分析
表１に固誘値と負荷量平方和、因子負荷量

の値を整理した結果を示す。なお、「創業の
地」については因子負荷量の値が適切でなか
ったため、今回の分析からは除外した。

同表より第一因子は「高速道路への近接
性」｢トラックターミナルなど物流拠点への
近接性｣といった交通施設への近接性に関す
る項目が多く占めることから第１因子を「交
通施設への近接性」とする。以下同様に、第
２因子を｢自治体の支援制度｣、第３因子を
｢企業集積｣、第４因子を｢事業所施設への近
接性｣、第５因子を｢適切な用地の取得｣とし
た。

表 1 因子分析結果



（２）共分散構造分析
パス図の作成にあたって、表１に示した因

子分析の結果をもとに潜在変数を 5つに設定
した。図１にパス図および共分散構造分析に
よる分析結果を示す。CFI=0.831、RMSEA=0.08
から、比較的当てはまりのよいモデルを得る
ことができた。事業所移転立地の有無につい
て、潜在変数で「交通施設への近接性」が有
意となったことから、事業所移転の有無には
交通施設の整備が大きく影響することが明
らかとなった。

（３）立地選択モデル
いくつかの事業所立地選択モデルを提案し
たが、空間的相互作用を考慮したモデルが、
尤度比、AIC、的中率の点から、最も適合度

図２ 事業所間の距離と空間相関

が高くなることが判明した．
事業所立地選択モデル推定結果は、空間相

関の影響の大きさを示している．推定された
パラメータを比較すると、企業の立地選択の
決定要因としては、各事業所間の輸送コスト
や、事業所雇用者数、ゾーンの人口や雇用者
数があげられた．図２に産業別の空間相関の
影響を示すパラメータの値を示す．小売業は
周辺同業種の立地を非常に考慮して立地し
ていることがわかる．
図３に産業別の隣接ゾーン数と空間相関

の関係を示しているが、業種により空間相関
の影響が異なることや、隣接ゾーン数が多い
ほど、空間相関の影響が大きいことを示して
いる．

図３ 隣接するゾーンの数と空間相関

図 1 共分散構造分析結果
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